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1.　概要

毎年恒例となりました学生論文発表会を，関西支
部の運営により 2026年 2月 21日（土）に大阪公
立大学梅田サテライトにて対面形式で開催いたしま
した．この発表会は経営情報関連の研究を行ってい
る学部，修士・博士前期課程，ならびに博士・博士
後期課程を卒業または修了予定の学生に卒業論文，
修士論文，博士論文での研究成果を発表する機会を
与え，質疑応答を通じてよりよい研究へと発展させ
るための一助とし，さらに，経営情報関連分野の研
究・教育の進展に資することを目的に，2005年度
より年度末に開催しております．

2.　発表会について

今回は卒業論文 10件，修士論文 2件の推薦を受
け，計 12件の報告が行われました．それぞれの発
表者とタイトルは次のとおりです．

発表者の氏名とタイトル
卒業論文の部（10件）

西尾未宇（大阪公立大学現代システム科学域）　
 女性の理工系分野への進路選択に影響する要因
分析
家村祐衣（大阪公立大学現代システム科学域）
 サステナビリティの視点から見た大手民鉄の経
営効率性分析
吉田美悠（近畿大学経営学部）
 表記形態が食経験に与える心理的作用
大西未鈴（近畿大学経営学部）
 共創型イノベーションイベントにおける参加体
験向上の実践的研究：近畿大学「プロト・フェ
ス」を事例として
森　峻馬（静岡大学情報学部）
 サービスエリアにおけるプロドライバー向け低
価格弁当販売施策の多面的評価

満田真之介（静岡大学情報学部）  
食事価値観の違いが販促施策の反応に与える影
響分析：サービスエリアにおけるトラックドラ
イバーを対象として
三栖悠正（東京都市大学環境学部）
 自動車メーカーの電動化戦略の違いが各メー
カーの業績に与える影響のシステムダイナミク
スモデリング
鈴木颯太（東京都市大学環境学部）
 食品業界公式 X投稿における ESG情報発信の特
徴とエンゲージメントとの関係分析
衛藤泰地（東京都市大学環境学部）
 大規模言語モデルを用いた強度付きマルチラベ
ル分類アプローチによる統合報告書に記載され
た価値創造活動を構成する資本変換活動情報抽
出法
千葉脩平（東京理科大学経営学部）
 日本企業の欧州特許戦略が生むグローバルな

ESG評価向上のメカニズム

修士論文の部（2件）

芳田晃一（立教大学大学院ビジネスデザイン研究科）
 企業名検索量の先行性と業績との関連：Google 

Trendsを用いた TOPIX100企業の四半期パネル
分析

男成祐香（立教大学大学院ビジネスデザイン研究科）
 組織コンテクストがトランザクティブ・メモ
リー・システム（TMS）のパフォーマンスに与
える影響

1人あたりの報告時間を卒業論文は発表 10分・
質疑 5分，修士論文は発表 15分・質疑 10分と定め，
研究内容についてのプレゼンテーションと活発な質
疑応答が行われました（写真 1～3）．
また，各発表者からは事前にそれぞれの論文での
研究内容をまとめた予稿を 4ページで作成していた
だき，それらをまとめた発表論文要旨集の発行も行
いました．

経営情報学会第 21回学生研究論文発表会の開催報告

関西支部運営委員　仙波真二（せんば　しんじ）
近畿大学経営学部

支部活動紹介支部活動紹介



Vol. 35 No. 1, June 2026 57

3.　表彰式について

すべての発表が終了後，関西支部運営委員のメン
バーで構成する審査委員会によって，各発表者の予
稿，発表および質疑の内容を審査し，最優秀賞，優秀
賞を決定しました．各賞の受賞者は次のとおりです．

■最優秀賞
千葉脩平さん（東京理科大学経営学部）

写真 4　 最優秀賞受賞の千葉脩平さん（写真右）左は
布施匡章関西支部長（以下同じ）

写真 5　発表の様子（千葉脩平さん）

写真 6　発表の様子（千葉脩平さん）

写真 1　発表の様子

写真 2　発表の様子

写真 3　質疑応答の様子



58 経営情報学会誌

■優秀賞
満田真之介さん（静岡大学情報学部）

写真 7　優秀賞受賞の満田真之介さん（写真右）

写真 8　発表の様子（満田真之介さん）

衛藤泰地さん（東京都市大学環境学部）

写真 9：優秀賞受賞の衛藤泰地さん（写真右）

写真 10　発表の様子（衛藤泰地さん）

また，他の発表をいただいたすべての学生に対し
論文賞が授与されました．

4.　おわりに

大会の締めくくりとして，関西支部の森田裕之先
生より総評のお言葉をいただきました．まず，審査
に関して，全審査員の総合点で最優秀賞と優秀賞が
選定されたことが説明されました．次に，研究態
度に関して，「近年，ChatGPTに代表される生成系
AIを研究に活用する機会が増え，一見すると完成
度の高いアウトプットを手軽に得られるようになっ
ているが，研究において本当に重要なのは，背景に
あるリサーチクエスチョンが明確であることと，そ
の問いに対してどのようなプロセスを経て結論に
至っているかという点であり，そうした研究姿勢を
大切にしてほしい」との助言をいただきました．そ
して，「今後，社会に出る方，大学院に進学される
方など，それぞれの進路において，今回の経験を今

写真 11　森田裕之先生による総評
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後の学びや活動に生かしていただけることを期待し
ています」との言葉が贈られました．
最後に，布施匡章関西支部長より，すべての発表
者および参加者への謝意が表され，全プログラムを
終了しました．最後まで参加いただきました皆さ
ま，ありがとうございました．
本発表会は経営情報学会の研究活動の一環として
実施しており，次年度も引き続き学生研究論文発表
会を開催予定です．次年度も全国より多数の発表お
よび参加のお申し込みがあることを期待しておりま
す．

写真 12　発表者による記念撮影


